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             平成１8年度  静岡県作業療法士会 総会次第 

 

 

１．開会の辞 

２．県士会長挨拶 

３．議長団選出 

４．書記任命 

５．議事録署名人任命 

６．議題 

・１号議案  ＜平成１７年度 会長活動報告承認の件＞ 

・２号議案  ＜平成１７年度 各部事業報告承認の件＞ 

・３号議案  ＜平成１７年度 会計報告・監査報告の件＞ 

・４号議案  ＜平成１８年度 会長事業計画承認の件＞ 

・５号議案  ＜平成１８年度 各部事業計画承認の件＞ 

・６号議案  ＜平成１８年 予算案承認の件＞ 

７．議長団解任 

８．閉会の辞 
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平成17年度全般報告 

 会長 小笠原 誠 

 

事務局移転によって事務事業の混乱があったものの750名に及ぶ会員の方々の協力の下，県士会活

動として以下の事業を順調に進めることができました．各部の活動に部員としてご協力いただける会員が

増えたことが，多くの事業が展開できる大きな原動力になっていることを改めて実感するとともに，皆様に

感謝いたします． 

その中で本年度の最大の事業は第5回東海北陸作業療法学会の実施でありました．多くの県士会
員，東海北陸圏域の作業療法士，また一般の方々のご参加をいただき大成功に終えることが出来ま

した． 
年度末には｢診療報酬の改定｣，「介護保険制度の見直し」，「障害者自立支援法」の全容が明らかに

なり，事業主また利用者にとっても大きな変革の実施を迫られることになりました． 
１． 県民の保健，医療，福祉に関する事業 

第5回東海北陸作業療法学会における市民公開講座の実施，静岡リハビリテーション懇話会の共催，

静岡健康福祉セミナーへ実行委員としての参画及びシンポジストの選出を行いました． 

作業療法推進月間では高校生の作業療法現場見学を実施するとともに，作業療法体験デイを静岡市

の中心街にある「ふしみ屋ビル」で開催しました． 

昨年度に引き続き袋井養護学校，西部養護学校への自立活動支援事業について県士会への委託事

業と位置づけ，推薦依頼に対して回答をいたしました． 

静岡県リハビリテーション協議会には会長が出席し，今年度の事業報告を受けました． 

 

２．会員への情報伝達および交流・親睦を図る事業 

タウンミーティングは4月16日に東部地区，5月26日に中部地区，年が明けて2月22日には西部地

区で実施いたしました．広報誌「OTしずおか」は，各地区の部員活動により78号～81号まで発行し，79

号からは 800 部に発行部数を増刷しました．パンフレット，パネルの貸し出し，購入希望者はありません

でした． 

災害時連絡網のシミュレーションを実施し，ご協力いただいた施設は57件．県内の施設は約150施設

ですので約1/3の施設からの反応という予想外に少ない状態でした． 

連絡網の充実，強化については，東海北陸作業療法学会の専用ホームページを立ち上げるとともに，

県士会ホームページを3月にリニューアルし，会員のみならず一般方々のアクセスにも対応できるような

ものといたしました．また各地区で E-mail を利用することで情報提供の効率化が図られるとともに，研修

会等の参加申し込みに関してはフォーマットを作成しメールでのやり取りで事務事業の効率化を図ること

が出来ました． 

東海北陸作業療法学会の懇親会には180名の参加が得られ，その中で4名の方に初めて県士会表彰を

行いました． 

 

３．学術・技術の向上に関する事業 

第 5 回東海北陸作業療法学会（第 18 回静岡県作業療法学会）をはじめとし，老年期障害現職者研修

会を含め学術部研修会３回，新人教育プログラム対応研修会3回9テーマ，精神系作業療法研修会3回，

社会保障制度事前研修会，各地区勉強会が活発に行われました．特に東部地区は 4つの地区，西部地

区は2つの地区に地区勉強会が立ち上がっています． 

その中でも11月12．13日にアクトシティーにて「支流，源流，本流・・・流れの中で」のテーマで開催さ

れた東海北陸作業療法学会には，一般市民，学生を含め843名の方々に参加いただきました．県内から

は379名と約半数の会員が参加していただいたことになります．他県から参加いただいた多くのOTから

大好評を得ることが出来ました．静岡リハビリテーション懇話会は県士会の共同開催とし生涯教育システ

ムのポイントの認定研修会とさせていただきました．  
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４．渉外・交流活動に関する事業 

介護認定審査委員として静岡市，浜松市，富士市，伊東市，三島市，伊豆市，伊豆の国市，岡部町の

各合議体で活躍していただきました．また新しく障害者自立支援法の施行に伴い，静岡市，浜松市から

各々，障害程度区分審査会委員2名の依頼に対して推薦を行いました． 

「静岡県福祉用具・住宅改修活用広域支援事業」の委員は秋山理事に引き続きお願いいたしました．

「福祉用具専門相談員指定講習会」，「介護支援専門員等のための福祉用具・住宅改修研修会」，「訪問

看護師要請講習会」の講師を派遣するとともに，静岡市で実施されている「安心住まいつくり」の相談員と

して中部地区の会員の協力を得ることが出来ました． 

東京で開催された日本理学療法士協会，日本作業療法士協会設立 40 周年記念式典，協会士会合同

研修会には会長，事務局長が参加いたしました． また緊急に開かれた社会保障制度改革に関する改

定事前研修会に理事2名を派遣し，県士会員への伝達講習を実施いたしました． 
法人格取得のため活動としては，理学療法士会と情報交換しつつ，法人格取得に関して指導いただ

ける業者との連絡調整をいたしました．  
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平成１７年度 会長活動 

日付 事業 
平成17年4月2日 静岡医療科学専門学校入学式(メッセージ送付） 
平成17年4月4日 聖隷クリストファー大学入学式（高林理事） 
平成17年4月6日 富士リハビリテーション専門学校入学式 
平成17年4月13日 静岡市政令指定都市移行記念式典参加 
平成17年4月16日 富士リハビリテーション専門学校開校式 
平成17年4月16日 東部地区タウンミーティング 
平成17年5月10日 第一回袋井養護学校自立活動授業支援 
平成17年5月10日 中部地区タウンミーティング 
平成17年5月19日 浜松市教育委員会訪問 
平成17年5月23日 第一回西部養護学校自立活動授業支援 
平成17年6月9日 第二回袋井養護学校自立活動授業支援 
平成17年6月30日 第二回西部養護学校自立活動授業支援 
平成17年7月12日 静岡文化芸術大学個展打ち合わせ 
平成17年7月13日 第三回袋井養護学校自立活動授業支援 
平成17年7月19日 浜松市役所、浜松市教育委員会、浜松市医師会訪問 
平成17年8月9日 県庁健康福祉部医療室、静岡県教育委員会訪問 
平成17年8月23日 静岡県知的養護学校教育研究会 
平成17年9月12日 第三回西部養護学校自立活動授業支援 
平成17年9月13日 第四回袋井養護学校自立活動授業支援 
平成17年10月12日 第五回袋井養護学校自立活動授業支援 
平成17年10月16日 マルチメディア情報センター「パソボラ講習会」講師 
平成17年10月28日 PT・OT創立40周年記念式典 
平成17年10月29日 協会・県士会合同役職者研修会 
平成17年11月1日 浜松市役所、浜松市教育委員会訪問 
平成17年11月9日 第六回袋井養護学校自立活動授業支援 
平成17年11月12日 東海北陸学会（浜松） 
平成17年11月13日 東海北陸学会（浜松） 
平成17年11月17日 第四回西部養護学校自立活動授業支援 
平成17年11月19日 県肢体不自由児親の会集団指導講師 
平成17年12月14日 第七回袋井養護学校自立活動授業支援 
平成18年1月7日 常葉学園医療専門学校集中講義 
平成18年1月9日 マルチメディア情報センター交流会 
平成18年1月11日 第八回袋井養護学校自立活動授業支援 
平成18年2月5日 静岡県理学療法士会第一回市民公開講座 
平成18年2月8日 第九回袋井養護学校自立活動授業支援 
平成18年2月16日 第五回西部養護学校自立活動授業支援 
平成18年2月22日 西部地区タウンミーティング 
平成18年3月8日 第十回袋井養護学校自立活動授業支援 
平成18年3月10日 常葉学園医療専門学校卒業式 
平成18年3月11日 静岡医療科学専門学校卒業式 
平成18年3月12日 第10回静岡県理学療法士学会 
平成18年3月14日 リハビリテーション協議会 
平成18年3月16日 第十回袋井養護学校自立活動授業支援 
平成18年3月19日 社会保障制度改定事前研修会 
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平成１７年度  各部事業報告 

【渉外部】 

１． 静岡県袋井養護学校、西部養護学校への自立活動講師派遣 

２． 各自治体・企業からの委託事業の調整及び実施 

・介護認定審査会委員の選出 

・介護支援専門員専門講習会 

・「福祉用具・住宅改修活用広域支援事業」委員の派遣 

・「静岡健康福祉セミナー」実行委員、シンポジスト派遣 

・「訪問看護師養成講習会」講師派遣 

・「障害区分認定審査会委員」の選出 

・静岡市保健福祉介護総合政策審議会専門委員の選出 

・静岡県介護実習・普及センター運営委員及び介護機器普及事業運営協議会委員の選出 

・地域リハビリテーション推進協議会委員の選出 

・「健康福祉推進ネットワーク会議」への派遣 

３． その他 渉外交流活動に関わる事業の推進 

・協会・県士会合同研修会への参加 

・協会主催「社会保障制度改正事前研修会」への理事派遣 

 

【学術部】 

１． 第1回学術部研修会 

(総会および新人オリエンテーションとの合同開催) 

開催日：平成17年5月22日(日) 

会 場：静岡県男女共同参画センターあざれあ 

内 容 

(１)午前の部  テーマ：「こころの自立をささえる支援技術」 

           講 師：畠山卓朗氏(星城大学リハビリテーション部) 

(２)午後の部  テーマ：「情報のユニバーサルデザイン」 

           講 師：井ノ上美津恵氏，平井明樹氏(浜松ＮＰＯネットワークセンター) 

２． 第２回学術部研修会： 

日本作業療法士協会の生涯教育制度現職者研修会(老年期障害)として開催 

開催日：平成17年9月10日(土)，11日(日) 

会 場：アクトシティー浜松研修交流センター・音楽工房ホール 

内 容 

  (１)9月10日 

講義１：「老年期障害の総論1 －老年期障害に対する作業療法を行う上で知っておくべき

法的制度や行政の今後の政策などについて－」 

講師：熊谷範夫(静岡リハビリテーション病院) 

講義２：「老年期障害の総論２ －老年期障害に対する作業療法の全般的特徴や注意す

べき視点などについて」 

講師：熊谷範夫 (静岡リハビリテーション病院) 

講義３：「老年期障害を捉えるための作業療法の具体的枠組み」 

講師：伍石紋子 (富士リハビリテーション専門学校) 

講義４：「医療療養型病棟における老年期障害の作業療法」 

講師：二ノ宮篤子 (中伊豆温泉病院) 

(２)９月11日 

講義５：「介護老人保健施設での作業療法」 

講師：青島広明 (いきいきリハビリテーション病院) 
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講義６：「在宅支援現場における老年期障害の作業療法」 

講師：杉山晃子 (城西神経内科クリニック) 

講義７：「行政職における老年期障害の作業療法」 

講師：澤井美佳 (静岡市役所保健推進課) 

講義８：「認知症の作業療法」 

講師：神藤理美子 (介護老人保健施設あすなろ) 

３． 第３回学術部研修会 

開催日：平成18年2月19日(日) 

会 場：三島東レ研修センター 

内 容： 

(１)午前の部  テーマ：「注意障害と記憶障害」 

講 師：三井忍 (フジ虎ノ門整形外科病院) 

(２)午後の部  テーマ：「行為の高次神経障害の作業療法」 

講 師：三井忍 (フジ虎ノ門整形外科病院) 

 

【都道府県作業療法士会連絡協議会】 

１．平成17年度都道府県連絡者協議会総会：平成17年6月23日に出席。 

２．ＯＴ協会実務者研修会：平成17年6月26日に理事3名が出席。 

３．作業療法推進月間：地域部が担当したものを報告。 

４．県士会現況調査：データ入力し報告した。 

５．協会に対する要望・意見書作成のための県士会意見：集約して総会に出席。 

６．第5回東海北陸学会時に支部代表者会議開催・出席（平成17年11月13日） 

・第6回東海北陸学会は富山国際会議場（富山市）で平成18年11月3、4日に開催。 

・テーマは「作業療法士としての脳力を培う、鍛える、究める」。 

・第7回東海北陸学会は四日市市文化会館（三重県）で平成19年11月10、11日に開催。 

 

【教育部】 

１． 新人教育プログラム研修会 

（１） 第１回研修会 

① 開催日：平成１７年５月２２日 
② 会  場：ニッセイビル（静岡市） 
③ 参加者：２２３名 
④ テーマ：協会・県士会の歴史・組織 （小笠原 誠） 

作業療法の対象領域 （高林 俊光） 
（２） 第２回研修会 
① 開催日：平成１７年８月２８日 
② 会  場：日本大学国際関係学部（三島市） 
③ 参加者：２６１名 
④ テーマ：日本社会における作業療法の動向 （熊谷 範夫） 

人間関係論２ （小笠原 誠） 
地域医療福祉 （青島 広明） 
関連法規 （岩井 幸治） 

（３） 第３回研修会 
① 開催日：平成１８年２月５日 
② 会  場：常葉学園医療専門学校（浜松市） 
③ 参加者：１３１名 
④ テーマ：福祉関連機器・用具 （秋山 泰延） 

人間関係論１ （山田 英徳） 
科学、その性格と研究方法 （遠藤 浩之） 
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２．精神科作業療法研修会 

（１） 第１回研修会 

① 開催日：平成１７年７月２日 
② 会 場：溝口病院 
③ 参加者：４４名 
④ テーマ：症例発表 

（２） 第２回研修会 

① 開催日：平成１７年１２月４日 

② 会 場：浜北病院（浜松市） 

③ 参加者：２８名 

④ テーマ：医療観察法（基本的理解とリハビリテーションとの関連） 

⑤ 講 師：栗田俊之 （ＰＳＷ） 

（３） 第３回研修会 

① 開催日：平成１８年３月４日 

② 会 場：富士リハビリテーション専門学校（富士市） 

③ 参加者：４７名 

④ テーマ：統合失調症の理解とＯＴアプローチ 

⑤ 講 師：待井正司 

３．静岡リハビリテーション懇話会 

（１）第３４回 

① 開催日：平成１７年１０月１日 

② 会 場：アクトシティ浜松（浜松市） 

（２）第３５回 

① 開催日：平成１８年２月２５日 

② 会 場：もくせい会館（静岡市） 

＊参加者・演題発表者に対して、基礎コースポイントの押印を実施。 

４．社会保障制度改革に関する改訂事前研修会 

① 開催日：平成１８年３月１９日 

② 会 場：静岡済生会病院 

③ 講 師：医療保険・診療報酬改訂について （梶原 幸信） 

介護保険・介護報酬改訂について （谷川 正浩） 

障害者自立支援法の概要 （小笠原 誠） 

④ 参加者：１０９名 

 

【広報部】 

１． 県士会ニュース（ＯＴしずおか）Ｎｏ．７８～Ｎｏ．８１号を発行 

２． 県士会員数の増加に伴いＮｏ．７９号から８００部に発行部数を変更 

３． 県士会の活動、理事会の報告、各地区の研修会・催事案内など、 

会員への情報提供を行い、また対外的な啓発活動を継続した 

４． (１)第５回東海北陸作業療法学会ホームページ作成 

(２)県士会ホームページ移行 http://www.otsizuoka.com/  

・理事メーリングリストを県士会サーバーに移行 

・理事に県士会サーバーよりメールアドレスを提供 

（問い合わせ、メーリングリスト用） 

 

【財務部】 

１． 県士会活動費の管理 

２． ４月：県士会各部活動費の分配 

３． ４月～６月：会費の徴収 
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４． 県士会ニュースの広告募集と広告費の管理 

５． １７年度年間収支決算書および１８年度予算案作成 

 

【地域部】 

１． 作業療法推進月間 

・７月31日   作業療法体験デー ふしみやビルにて実施。 

作品展・福祉用具展示・一般公開講座・作業体験など 

・８月1～5日  高校生作業療法施設見学 

 

【福利部】 

１． 第５回東海北陸学会懇親会運営 

 

【東部地区】 

１．症例発表会の開催 

（１） 開催日：平成17年9月4日（日） 

（２） 会  場：日本大学三島校舎 

（３） 参加者：６１名 

（４） 演題数：１０題 

２．勉強会の開催 

 （１）富士・富士宮地区 

① 平成17年7月1日、富士リハビリテーション専門学校で開催。参加者23名(内学生8名) 

テーマ：「精神科作業療法 開設から現在まで」  

鷹岡病院 秋山絢子、南富士病院 明石祐一  

② 平成17年10月26日、富士リハビリテーション専門学校で開催。参加者38名 

テーマ：「症例報告の仕方」 

富士リハビリテーション専門学校 伍石紋子   

③ 平成18年3月8日、富士リハビリテーション専門学校で開催。参加者22名 

テーマ：「症例検討：グループディスカッション」 

（２）御殿場・駿東・沼津地区 

① 平成17年9月7日、フジ虎ノ門整形外科病院テクノエイドセンターで開催。参加者：38名 

テーマ：「モジュール車椅子について」「エアマット・マットレスについて」 

㈱モルテン 鋤田浩司氏㈱アビリティーズケアネット 佐野俊也氏 

② 平成17年12月14日、フジ虎ノ門整形外科病院テクノエイドセンターで開催。参加者：23名 

テーマ：「オーダータイプ車椅子について」「特殊寝台について」 

㈱シーホネンス，㈱アビリティーズケアネット，㈱ミキ 

③ 平成18年3月8日、特別養護老人ホーム 白雪で開催。参加者：23名 

テーマ：「車椅子メーカの特色に基づいた機能の違い」 

日進医療器㈱・㈱松永製作所 

（３）裾野・三島・田方地区 

① 平成17年11月22日、NTT東日本伊豆病院で開催。参加者41名 

テーマ：「嚥下障害へのアプローチ」 

ⅰ）「事例報告」 NTT東日本伊豆病院 高木克実  

ⅱ）「当院のNSTへの取り組みについて」NTT東日本伊豆病院 清水良治 

② 平成18年2月1日、NTT東日本伊豆病院で開催。参加者34名（内ST3名） 

ⅰ）施設紹介～肢体不自由児施設から重症心身障害児施設への転換、現在の取り組

みについて～ 伊豆医療福祉センター 森祐子 

ⅱ）症例報告～脳性まひ児の球麻痺を呈した経口摂取への取り組みについて～ 

伊豆医療福祉センター 大蔵賢一 

ⅲ）どのように食べているのか～実技～ 伊豆医療福祉センター 佐々木直美 
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ⅳ）症例報告～摂食へのチームアプローチについての取り組み～  

伊豆医療福祉センター 佐々木直美 

③ 平成18年3月１５日、NTT東日本伊豆病院で開催。参加者 34名 

テーマ：「福祉施設における作業療法～自立支援法に絡めて～」 

中伊豆リハビリテーションセンター 吉田亮太  

（４）伊豆地区 

① 平成17年5月13日、国立伊東重度障害者センターで開催。参加者39名 

テーマ：「Assessment of Motor and Process Skill（ＡＭＰＳ）の紹介」 

国立伊東重度障害者センター 岩井幸治 

② 平成17年9月9日、熱川温泉病院で開催。参加者27名 

テーマ：「症例検討会」 

熱川温泉病院 小川由佳 風間理恵  

③ 平成18年2月9日、国際医療福祉大学附属熱海病院で開催。 

参加者 ２２名（内学生４、助手１） 

テーマ：「腱板損傷再建術後の当院での作業療法の経過と現状」 

ⅰ）腱板損傷再建術の方法と後療法 

国際医療福祉大学附属熱海病院 鈴木嘉子  

ⅱ）73歳女性の一症例～入浴用外転枕を作製して～ 

国際医療福祉大学附属熱海病院 太田景子 

ⅲ）重症全身性エリテマトーデスとネフローゼ症候群を呈した30歳男性の一症例  

国際医療福祉大学附属熱海病院 朝倉文子 

３．懇親会およびタウンミーティング 

   平成17年4月16日（土），三島グランドホテルでタウンミーティングと新人歓迎会を兼ねて懇親会を

開催しました。  

４．新会員・異動会員の把握とEメールの整備 

   今年度よりＥメール網をスタートした。平成18年2月１日現在39施設に情報を発信している。また、

ＦＡＸ網は国立伊東重度障害者センターより３ルートで各6施設、計18施設に情報を発信している。 

 

【中部地区】 

１．地区勉強会・懇親会 

①５月２６日、３６名参加。 

「タウンミーティング」：小笠原県士会長         

  懇親会 

②７月２１日、２７名参加。 

「認知運動療法 更衣・洗体動作」 ： 静岡リハビリテーション病院  小澤可奈子 

「老人保健施設のＯＴの役割」 ： 老人保健施設ゆうゆう  佐藤健司 

③９月１５日、１８名参加。 

「認知運動療法とは何か？」 ： 白萩病院  村田恭子 

「食事動作」 ： 静岡医療福祉センター 前田 

④１月１９日、２５名参加。 

「園芸リハの取り組みについて」 ： 介護老人施設あみ  深澤英祐 

「ＣＡＰＰ活動紹介」 ： 焼津ケアセンター  岩尾美都子 

２．症例発表会 

①８月２０日 ３０名参加 

介護老人保健施設サンライズ大浜    渡辺幸子 

城西神経内科クリニック        斉藤雪子 

静岡県立総合病院           高橋かおり 

②２月１８日 ２８名参加 
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静岡リハビリテーション病院      大塚幸二 

静岡リハビリテーション病院      小澤可奈子 

静岡リハビリテーション病院      税田菜央子 

静岡リハビリテーション病院      中島由起乃 

老人保健施設コミュニテーィケア高草  柴友紀子 

３．研修会担当 

平成１７年度 第１回学術部研修会・総会 運営担当 

４．新人・異動会員把握 

５．ＦＡＸ網整備   

 

【西部地区】 

１．地区勉強会 

４月：参加数未確認 

「手作りのﾊﾞﾗﾝｻｰを使用した食事動作への介入」 

聖隷三方原病院  鈴田真美 （SV：遠藤浩之） 

「努力的な車椅子駆動を行う被核出血患者に対してのアプローチ」 

袋井市民病院  村松美樹 （SV：鈴木基文） 

６月：37名参加 

「福祉用具を多用しながら在宅生活を継続するALSの症例について」 

訪問看護ステーション高丘  鈴木小夜子 （SV：河本のぞみ） 

７月：15名参加 

「頚椎損傷を合併した脳性麻痺アテトーゼの症例を経過報告」 

おおぞら療育センター  鈴木里枝 （SV：横地光子） 

８月：15名参加 

介護老人保健施設さいわい  喜多川真理子（SV：中村俊彦） 

９月：３９名参加（新人教育プログラム対応：浜松市会場） 

「活動性低下を有する認知症高齢者に対するアプローチ」 

～在宅復帰実現のために必要なOTの役割とは～ 

介護老人保健施設さいわい  稲垣美和 （SV：中村俊彦） 

「変形拘縮の強い入所者に対するウレタン性の腹臥位保持具の導入」 

おおぞら療育センター  本多章子 （SV：横地光子） 

１０月：参加数未確認 

「麻痺側上肢のADL参加を目指して」 

～ADL（更衣、トイレ動作）の向上を目標としたアプローチ～ 

浜松北病院  渡邉美佳 （SV：中村俊彦） 

「役割を取り戻したことにより排泄行為に改善がみられた１症例」 

浜北さくら台病院  日下部加奈 （SV：建木 健） 

１１月：45名参加（新人教育プログラム対応：袋井市会場） 

｢廃用性の筋力低下と筋の協調運動障害の改善により起居動作が向上した症例を通して｣ 

袋井みつかわ病院  小久江洋典 （SV：小笠原紀子） 

「運動失調を呈した患者への食事動作訓練―スプリントなどの代償手段を用いた1症例」 

掛川市立総合病院  鈴木晃爾 （SV：中村俊彦） 

１月：16名参加 

「高次脳機能障害を呈した症例の直接的・間接的なアプローチについて」 

聖隷三方原病院  宮野幸香 （SV：小笠原紀子） 

「認知症周辺症状が軽減し、活動参加が安定した症例」 

～失われつつある生活時間の再構築～ 

於保老健センター  松浦千夏 （SV：鈴木奈緒子） 

2月：14名参加 
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「医療型療養病棟での取り組み」 

～多発性脳梗塞により重度のADL能力低下をきたした1症例を通して～ 

浜松北病院  前嶋亮 （SV：小笠原紀子） 

3月：15名参加 

「｢○○したい｣のある在宅生活の継続を目指して～左片麻痺を呈する症例の姿勢に対する

アプローチ～」 

浜北さくら台病院  高本真実 （SV：中村俊彦） 

「特別養護老人ホームにおける脳梗塞急性期からの取り組みについて」 

和合せいれいの里  増井綾乃 （SV：河本のぞみ） 

２．新人教育プログラム押印 

地区勉強会発表者及び９月・１１月受講者 

３．タウンミーティング開催 

２月22日（水）  

４．懇親会 

５月（幹事：稲葉洋介）・１２月（幹事：村岡健史） 

５．西部地区連絡網作成（Eメール網・FAX網） 

６．学術部研修会の運営協力（10月：現職者講習会担当） 

７．人材育成 

 

【事務局】 

１．新会員・異動者の把握、県士会名簿の作成 

２． 第１～７回の理事会の開催 

３． 公文書の作成・発送 

４． 日本作業療法士会、他団体からの依頼業務の処理、担当者依頼調整 

５． 勉強会・研修会の案内（郵送・FAX・E-mail） 

６． 県士会長・県士会宛て郵便物の管理 

７． 総会等の書類作成 

８． 県士会ニュース等の発送 

９． 事務局会計 

10．事務局変更の通知連絡 




